
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ７ 月 № ４ 

旭 市 立 中 央 小 学 校 

児 童 数  ６ １ ５ 名 

夢を育む 
  

 

  毎週、火・金曜日の朝、整美委員会の児童が、所定の場所に可燃ごみを出しに来てくれ

ます。袋の口をきちんと縛り、ごみ袋が多い時には、一輪車を使い、友だちと協力しなが

ら、とても丁寧にごみを出してくれています。また、給食委員会の児童は、給食が円滑に行

われるよう、早めに給食室に足を運び、各クラスの給食の受け渡しをしてくれています。紙

面の都合により、全ての委員会の活躍を紹介できませんが、中央小にはこの他、運営、生

活、保健、放送、体育、図書、栽培、広報の委員会があります。それぞれの児童が自分の役割

を自覚し、委員会の仕事を行っています。活動の時間は、始業前や休み時間等になります

が、一生懸命に自分の仕事に取り組んでいる子どもたちの様子を見ると、頼もしさを感じ

るとともに、感心するばかりです。 

さて、令和７年３月に、第３期旭市の教育に関する大綱が策定されました。基本理念に

「郷土 夢 未来」が掲げられており、中央小としても「夢を育む教育」を推進しています。 

「将来こんな職業に就きたい。」、「今はできないけれど、こんなことに取り組んでみた

い。」という子どもたちの夢や想いは、「そのために、この勉強や練習をしよう。」という学び

の原動力になると考えます。また、「やってみたい。」という想いが強ければ強いほど、困難

を乗り越える心を育ててくれると思います。 

例えば、「将来、バンドを組んで歌を歌いたい。」と思えば、音楽の勉強は大切になりま

す。音楽ではブレスという息継ぎの記号を学習しますが、歌を歌う時に、いつもブレスを意

識すれば、歌唱時の呼吸が少しずつ身に付き、将来、夢が叶い歌い手となった時に、小学生

の時期から積み重ねてきたことが大きな力になると思います。また、「将来、獣医になりた

い。」と思えば、理科の生物に関する学習は大切になります。もしかすると、動物園などに

行って動物とふれあったことや、図鑑で動物を見たことなどが、「将来、獣医になりたい。」

という夢に発展することがあるかもしれません。 

子どもたちが様々なことに興味や関心がもてるよう、中央小でも、様々な体験的な学習

に取り組んでいます。５月から６月にかけては、宿泊体験学習や修学旅行、各学年での校外

学習を実施しました。また、先に述べさせていただいた委員会活動や各学級での係り活動

は、働くことの意義を学ぶ機会であり、夢を育む教育にも繋がるものと考えます。 

子どもたちの夢を育むためには、子どもたちが様々なことに興味や関心がもてるよう、

様々な体験をすることが大切であると言われています。 

７月１９日からは、夏休みが始まります。子どもたちが様々な体験をし、夢を育む機会と

なることを願っています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページでは、学校だよりをカラーでご覧いただけます。 

右のＱＲコードもご活用ください。 

http://www.edu.city.asahi.chiba.jp/es-asahichuou/index.html 

６月の行事を振り返って 

水泳学習について 

 ６月１６日(月)から水泳学習が始ま
りました。６年生の児童を中心にプー
ル開きを行い、水泳学習の安全を祈願
しました。安全、安心な水泳学習のた
め引き続きご協力をよろしくお願いい
たします。 
 

修学旅行について 

６月１１日（水）、１２日（木）に
６年生が修学旅行へ行きました。 
１日目は鎌倉へ、２日目は箱根へ

行きました。二日間友だちと過ごし、
楽しい思い出をつくることができま
した。 
 

引き渡し訓練について 

 ６月３０日（月）午前中に学校公開
を、午後に引き渡し訓練を行いました。
大地震を想定して行われた今回の訓練
ですが、災害はいつ起こるかわかりま
せん。自分の命を守れるよう、今後も学
校で指導していきたいと思います。ご
協力ありがとうございました。 
 

租税教室について 

 
 ６月２４日（火）租税教室が行わ
れました。映像を見ながら、税金に
ついて学ぶことができました。ま
た、一億円の見本を持ち上げ、子ど
もたちはその重さに驚いていまし
た。 
 


